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う cell push-out 方式によって，システム全体のセル廃棄率を改善できる事を示している。
次に，パックプレッシャ制御に着目する。轄鞍ノードとその上流ノードの関係をモデル化して，輯鞍ノードの状態
により，上流ノードのセルの転送/停止が決められる。したがって，上流ノードから輯鞍していない他のノードへ向






Packet Discarding 方式があるが，数値結果より， Tail Dropping 方式において，良好な性能が得られることを示す。
一方，セルの遅延に対する要求が厳しいトラヒックに関して，パケット再送による誤り制御は不向きで， FEC が有
効である。本論文では，さらに FEC の特性を評価する。 FEC 方式では，送信側は p 個のセルをもとに ， r 個の冗長セ













ス，および上流ノードにて cell push-out 機構を付加する事により，セル廃棄率特性が大幅に改善される事を示してい
る。





ない FEC による誤り制御の適用が検討されている。本論文ではさらに， FEC を用いた場合の性能評価も行っており，
FEC の冗長セル生成の単位となるプロックサイズを大きくする事によって，プロック廃棄率は劇的に改善，すなわち，
誤り訂正効果が極めて大きくなる事が示されている。
以上の研究成果は， ATM 網の構築時に重要となるプロトコルの実装に際して，非常に貢献するものであり，博士(工
学)の学位論文として価値あるものと認める。
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